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燃料材の需給動向調査～目的と対象～

JWBA Proprietary

対象 項目 説明

木質バイオマス
発電所

対象
FIT制度に基づき2021年3月時点までに稼働している、
・間伐材等由来の木質バイオマス（未利用材木質バイオマス）
・一般木質バイオマスに区分される発電所（石炭混焼発電所を含む）

調査
項目

・発電所の概要（ボイラー種類、燃料種類、水分条件など）
・四半期調査票（未利用材、一般材などの燃料材調達量、使用量、在庫
量、含水率、価格、発電量）

燃料供給事業体
（チップ加工業者）

対象 木質バイオマス発電所が稼働している都道府県において、発電所に燃料
材を供給しているチップ会社（各県内１社程度が対象）

調査
項目

・燃料供給会社の概要（生産規模、燃料材原料、乾燥の取り組みなど）
・四半期調査票（燃料材丸太価格、チップ価格）

②対象と調査項目

①目的
木材需給に大きなウエイトを占めるようになっている燃料材需給動向を把握する。
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燃料材の需給動向調査～目的と対象～

JWBA Proprietary

発電所に関しては、本年度9９発電所を対象として調査を実施した。第3四半
期の有効回答は65発電所となっている。
燃料供給会社に関しては、過年度よりご協力いただいている37燃料供給会社
を対象として調査を実施した。有効回答は15件となっている。
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国産燃料材需給動向調査のとりまとめ ～発電所～

①燃料材需給調査は、四半期毎に事業体からの回答を元に、チップ調達量・価格
などの数値を整理し、既存統計との比較を行った。

②回答が後から追加、訂正される場合があるため「速報値」としている。2020
年度のデータも再度見直しを行い、入力、訂正を行った。

③調達量、価格については、生トン、絶乾トンのいずれかで回答いただいており、
統一化のため絶乾トンに換算してある。

④調達価格については、四半期最後の月の価格としている。また、価格は、発電
所着としており、発電所までの運賃、手数料など様々な費用を加算した価格と
している。

⑤チップ価格については、加重平均を用いている。
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国産燃料材需給動向調査のとりまとめ ～燃料供給会社～

①燃料材需給調査は、四半期毎に事業体からの回答を元に、チップ価格などの数
値を整理し、既存統計との比較を行っている。

②回答が後から追加、訂正される場合があるため「速報値」としている。2020
年度のデータも再度見直しを行い、入力、訂正を行った。

③価格については、生トン、立米のいずれかで回答いただいており、既存統計と
の比較のため、絶乾トンに換算の後、係数（針葉樹2.2、広葉樹1.7）を使用
して立米に変換してある。

④調達価格については、四半期最後の月の価格としている。また、価格は、工場
着価格で、工場までの運賃、手数料など様々な費用を加算した価格としている。

⑤平均単価の計算については、単純平均を用いている。

⑥調査票の回答の中で、燃料材価格を記入いただいている発電所は、17事業体
であった。
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発電所における燃料調達量の推移（全国）

※ 毎年調査対象となる有効回答が異なるため、年度間は単純に比較出来ない数値となっている。
（2020年度＝65発電所、2021年度＝65発電所）
※ 燃料調達量は、一律に比較するために絶乾トンに変換しているが、木質ペレット、廃棄物及びその他は含水率が不明なため換算なし
の数値となっている。

燃料調達量の推移（全国）

・燃料調達量のうち未利用木質調達量について、第1四半期から第3四半期を通じると概ね横ばいであった。
・海外チップ・ペレットはやや増、PKSは第1四半期から横ばいである

（単位：絶乾トン）
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発電所における燃料調達量の推移グラフ（全国）

※ 2019年度＝58発電所、2020年度＝65発電所、2021年度＝65発電所
※ 燃料調達量は、一律に比較するために絶乾トンに変換しているが、木質ペレット、廃棄物及びその他は水分が不明なため換算なしの数
値となっている。

燃料調達量の推移（全国） （単位：絶乾トン）
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発電所における燃料調達量の内訳（全国・2021年度 第1～第3四半期）

木質バイオマス発電所の燃料調達量内訳

・回答いただいた発電所についての2021年度、第
1四半期～第3四半期合計の木質バイオマス発電
所の燃料調達量の内訳である。

・未利用木材は45％、一般木材および農作物残さ
が52％、建築廃棄物が3％となっている。燃料
材全体に占める国内一般材は、14％となってい
る。

・一般材の調達は、未利用材よりも少なく、調達
時期も品質も一定しないことが多い。そのため
価格面でも未利用材より変動することが多いと
考えられる。

ｎ＝65

（単位：絶乾トン）
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発電所における燃料調達量の内訳（発電所の燃料区分別）

未利用木質バイオマス発電所の
燃料調達量内訳

一般木質・農作物残さバイオマス発電所
発電所の燃料調達量内訳

※ 2021年度・第1四半期～第3四半期（4～12月）に有効回答のあった石炭混焼発電所を含む木質バイオマス発電所の
数値を集計している。

・「未利用木質バイオマス発電所」の未利用材調達量は約75%、一般木質・農作物残さ調達量が約20%である。
・「一般木質・農作物残さバイオマス発電所」の未利用材調達量は21%、一般木質・農作物残さ調達量が75%と
なっている。輸入燃料材調達量（PKS、海外チップ、海外ペレット）は56%と大きなウエイトを占めている。

ｎ＝41 ｎ＝24
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全国における素材の動向

【原木需給・素材の動向など】
・2021年（令和3年）の素材生産量について、林野庁「合板統計」「製材統計」の数値を
見ると、2021年の製材工場の国産材素材入荷量は前年比12.7％増加し、また合板工場へ
の国産材素材入荷量は前年比14.6％増加した。コロナ禍からの回復にウッドショックが重
なり、国産材の素材生産は前年比で大幅に増加したと思われる。しかし前年度の素材生産
量がコロナ禍により大きく減少したことを考えれば、国産材の絶対量はそれほど変化せず、
例年通りの生産量に回復したという表現の方が正しいのかも知れない。
・原木丸太は、製材用素材（A材）、集成材合板用素材（B材）、チップ用材（C材）など
に区分されることが多いが、この区分は実際には明確に分けられるものでもない。区分の
間のグレーの部分は需要が逼迫した場合には、より上の素材需要に引っ張られることにな
る。特に昨年は素材生産量自体が減少したところでウッドショックが起こり、燃料用チッ
プ用原木の確保に苦労した地方は多かった。現在ではチップ用原木不足は解消しつつある
が、北海道、東北、中部、四国地方では依然と原木不足が聞かれている。今冬の豪雪によ
る供給不足も原木流通のネックとなっているようだ。
・燃料材の価格については、製材用丸太価格が30％～50％高と大きく上昇した一方で、
チップ用丸太価格の上昇は3％ほどで、ほとんど変化はなかった。
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発電所における針葉樹チップ調達価格の推移（絶乾トン）【全国】

・チップ調達価格の推移をみると、未利用チップはやや上昇、針葉樹一般チップは前期から低下
が見られた。

チップ調達価格の推移（全国）
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発電所における未利用木質針葉樹チップ調達価格の推移（地方別）

未利用木質針葉樹チップ調達価格の推移（地方別）
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燃料供給会社における燃料チップ用丸太の調達価格の推移（立米）

・燃料チップ用丸太調達価格をみると、針葉樹未利用丸太、一般木質の丸太ともに横ばいであった。

チップ用丸太調達価格の推移（全国）
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発電所における単位あたり（1kWhあたり）燃料使用量
・2021年度、第3四半期に、燃料使用量、含水率、発電量を回答いただいた発電所は51発電所であった。
次のグラフは、この51発電所の単位あたり燃料使用量を、発電所のタイプ別（6種類）に度数分布表示
している。

バイオマス発電所の1kWhあたり燃料使用量・度数分布
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チップ価格の傾向（7年間の価格上昇率）
・FIT新規導入量を都道府県別にランキングし、導入量が多い県から並べ替える（青色矢印）。
・価格上昇利率がプラスの場合は赤色、マイナスの場合は青色で色分けしてある。（価格は「木材価格統計」より）
・ FIT導入容量が大きな道府県が必ずしも上昇率が高い訳では無いが、各道府県とも価格は大きく上昇している。

※農林水産省「木材価格統計」より、2014年12月と2021年12月との比較

都道府県
未利用木質
導入量計
（kW）

導入量
順位

（位）

2014年12
月価格
（円）

2021年12
月価格
（円）

価格上昇
率比較①
（％）

2014年12
月価格
（円）

2021年12
月価格
（円）

価格上昇
率比較②
（％）

2014年12
月価格
（円）

2021年12
月価格
（円）

価格上昇
率比較③
（％）

2014年12
月価格
（円）

2021年12
月価格
（円）

価格上昇
率比較④
（％）

1.北海道 91,620 1 5,500 7,000 27.3 8,500 9,600 12.9 11,800 14,900 26.3 17,900 20,400 14.0
45.宮崎県 38,840 2 4,400 7,700 75.0 9,300 8,200 -11.8 11,900 11,100 -6.7 18,900 20,000 5.8
46.鹿児島県 33,430 3 4,700 7,700 63.8 9,300 9,700 4.3 0 0 #DIV/0! 14,900 15,700 5.4
44.大分県 25,461 4 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 10,300 11,600 12.6 0 0 #DIV/0!
28.兵庫県 22,130 5 2,500 6,600 164.0 0 0 #DIV/0! 15,100 17,100 13.2 0 0 #DIV/0!
20.長野県 20,250 6 3,500 6,800 94.3 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
34.広島県 16,950 7 2,600 4,500 73.1 5,300 5,900 11.3 12,300 11,500 -6.5 17,500 19,500 11.4
21.岐阜県 13,542 8 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
15.新潟県 13,190 9 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
7.福島県 12,940 10 4,800 5,900 22.9 8,600 8,900 3.5 15,500 18,100 16.8 17,500 20,100 14.9
39.高知県 12,800 11 4,500 5,500 22.2 0 0 #DIV/0! 12,700 19,300 52.0 0 0 #DIV/0!
3.岩手県 12,500 12 5,100 7,100 39.2 9,600 10,900 13.5 13,600 15,800 16.2 16,600 18,600
33.岡山県 12,331 13 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 11,800 14,400 22.0 0 0 #DIV/0!
6.山形県 11,834 14 0 6,200 #DIV/0! 8,700 9,700 11.5 0 0 #DIV/0! 15,100 0
41.佐賀県 9,850 15 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
8.茨城県 7,740 16 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 7,200 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
18.福井県 7,545 17 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
5.秋田県 7,410 18 3,800 6,700 76.3 9,100 11,800 29.7 13,300 15,900 19.5 17,000 20,300 19.4
10.群馬県 6,960 19 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
36.徳島県 6,820 20 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
30.和歌山県 6,800 21 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
32.島根県 6,550 22 7,100 9,200 29.6 9,200 10,400 13.0 0 0 #DIV/0! 20,100 20,800 3.5
29.奈良県 6,500 23 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
43.熊本県 6,330 24 5,000 6,900 38.0 8,000 8,300 3.8 13,500 18,000 33.3 17,900 21,000 17.3
2.青森県 6,250 25 4,700 6,400 36.2 10,400 11,600 11.5 12,300 15,600 26.8 16,300 18,500 13.5
24.三重県 5,800 26 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
16.富山県 5,750 27 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 20,600 20,900 1.5 0 0 #DIV/0!
40.福岡県 5,700 28 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
9.栃木県 1,995 29 4,700 5,000 6.4 0 0 #DIV/0! 12,000 12,000 0.0 0 15,400 #DIV/0!
38.愛媛県 1,115 30 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 9,200 12,900 40.2 0 0 #DIV/0!
4.宮城県 960 31 4,900 5,600 14.3 8,000 8,700 8.8 16,400 18,600 13.4 18,100 19,600 8.3
19.山梨県 800 32 4,000 6,500 62.5 5,100 6,500 27.5 0 0 #DIV/0! 14,500 16,000 10.3
22.静岡県 447 33 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 15,900 17,900 12.6 0 0 #DIV/0!
35.山口県 67 34 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

FIT導入量 チップ用針葉樹丸太価格 チップ用広葉樹丸太価格 パルプ向け針葉樹チップ価格 パルプ向け広葉樹チップ価格
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製材用素材価格の傾向（7年間の価格上昇率）
・FIT導入量を都道府県別にランキングし、導入量が多い県から並べ替える（青色矢印）。
・価格上昇利率がプラスの場合は赤色、マイナスの場合は青色で色分けしてある。（価格は「木材価格統計」より）
・ 昨年までは用材価格は下落傾向だったが、ウッドショックにより用材価格も大きく上昇した。

※農林水産省「木材価格統計」より、2014年12月と2021年12月との比較

都道府県
未利用木質
導入量計
（kW）

導入量
順位

（位）

2014年12
月価格
（円）

2021年12
月価格
（円）

価格上昇
率比較①
（％）

2014年12
月価格
（円）

2021年12
月価格
（円）

価格上昇
率比較②
（％）

2014年12
月価格
（円）

2021年12
月価格
（円）

価格上昇
率比較③
（％）

2014年12
月価格
（円）

2021年12
月価格
（円）

価格上昇
率比較④
（％）

1.北海道 88,541 1 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
45.宮崎県 38,880 2 12,800 12,800 0.0 13,900 17,900 28.8 11,900 16,800 41.2 14,700 32,400 120.4
46.鹿児島県 29,450 3 11,400 0 14,500 19,900 37.2 14,200 0 0 0 #DIV/0!
44.大分県 25,416 4 13,900 16,400 18.0 14,400 18,800 30.6 12,900 17,300 34.1 17,400 28,600 64.4
28.兵庫県 22,130 5 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 33,000 #DIV/0!
20.長野県 16,950 6 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
34.広島県 13,542 7 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
21.岐阜県 13,190 8 0 11,200 #DIV/0! 0 16,600 #DIV/0! 0 16,600 #DIV/0! 16,000 29,100 81.9
15.新潟県 12,800 9 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 12,900 19,900 54.3 0 0 #DIV/0!
7.福島県 12,500 10 0 0 #DIV/0! 10,900 14,200 30.3 0 0 #DIV/0! 20,000 35,800 79.0
39.高知県 12,331 11 0 0 0 0 #DIV/0! 13,800 16,600 20.3 18,500 28,800 55.7
3.岩手県 11,834 12 9,600 12,600 31.3 12,800 15,100 18.0 14,300 15,900 11.2 0 0 #DIV/0!
33.岡山県 9,850 13 6,800 0 12,400 14,300 15.3 12,600 14,300 13.5 21,800 27,200 24.8
6.山形県 7,740 14 0 0 #DIV/0! 12,200 16,300 33.6 13,600 15,900 16.9 0 0 #DIV/0!
41.佐賀県 7,545 15 0 0 #DIV/0! 0 17,600 #DIV/0! 0 18,900 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
8.茨城県 7,130 16 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 17,600 17,600 0.0 0 29,600 #DIV/0!
18.福井県 6,880 17 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
5.秋田県 6,800 18 7,500 10,000 33.3 11,700 13,500 15.4 12,400 15,400 24.2 0 0 #DIV/0!
10.群馬県 6,700 19 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
36.徳島県 6,550 20 10,700 14,400 34.6 16,200 17,600 8.6 20,900 17,700 -15.3 0 0 #DIV/0!
30.和歌山県 6,500 21 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 14,400 19,700 36.8 14,300 27,700 93.7
32.島根県 6,327 22 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
29.奈良県 6,250 23 0 0 #DIV/0! 12,900 15,300 18.6 22,500 20,200 -10.2 16,200 28,800 77.8
43.熊本県 5,840 24 14,200 19,400 36.6 15,700 21,000 33.8 15,600 20,300 30.1 17,400 28,700 64.9
2.青森県 5,800 25 0 0 #DIV/0! 12,700 12,100 -4.7 12,400 13,500 8.9 0 0 #DIV/0!
24.三重県 5,750 26 10,500 12,000 14.3 14,300 17,200 20.3 19,700 20,600 4.6 17,700 24,800 40.1
16.富山県 5,750 27 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
40.福岡県 5,700 28 15,200 11,600 -23.7 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
9.栃木県 1,995 29 11,800 0 14,700 16,500 12.2 17,700 18,500 4.5 21,600 30,100 39.4
38.愛媛県 1,115 30 11,000 11,800 7.3 15,100 18,600 23.2 0 0 #DIV/0! 17,200 31,400 82.6
4.宮城県 960 31 0 10,400 #DIV/0! 13,300 14,100 6.0 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
19.山梨県 347 32 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!
22.静岡県 67 33 0 0 #DIV/0! 12,400 18,000 45.2 15,700 22,100 40.8 16,200 39,300 142.6
35.山口県 67 33 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0! 0 0 #DIV/0!

FIT導入量 すぎ小丸太
径 8.0～13.0 cm　長 3.65～4.0  m

すぎ中丸太
径24.0～28.0 cm　長3.65～ 4.0 m

すぎ大丸太
径30.0～36.0 cm　長3.65～ 4.0  m

ひのき中丸太
径14.0～22.0 cm　長3.65～ 4.0 m
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FIT認定量と導入量①（未利用木質）
・未利用木質区分の令和3年9月末の認定容量は、587,478 kW 200件、導入容量は439,205kW 96件、認定され未導
入の容量は148,273kW 104件である（認定容量の25％）であった。
※2,000kW以上の発電所に限れば、認定未導入容量は、75,340kW （認定容量の16％）である。
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FIT認定量と導入量②（一般木質及び農作物残渣）
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一般木質・農作物残さ・導入容量

認定され未導入の容量

・一般木質及び農作物残渣区分の令和3年9月末の認定容量は、6,763,083 kW 174件、導入容量
は,1,998,332 kW 68件、認定され未導入の容量は4,764,752 kW 106件であった（認定容量の
70％）である。今後も海外燃料を主とする大型木質バイオマス発電所の竣工が予定されている。

認
定
量

導
入
量

未
導
入
量

認定量と導入量（一般木質および農作物残渣）
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《参考》用途別木材供給量の推移

出典：林野庁「木材需給表」より

・2020年における全木材供給は前年比9.1％の減少であった。そのような中で国産燃料材供給量は増
加しており、令和2年における国産燃料材の伸び率は前年比28.3％の増加であった。また、海外燃料
材の伸び率は前年比12.3％の増加であった。

用途別木材供給量の推移
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《参考》輸入ペレット・輸入PKSの輸入量の推移

出典：財務省「貿易統計」（（HSコード 4401.31-000（ペレット）2306.60-000（PKS）を国別に集計）

・輸入木質ペレットの通関量は、2021年計が3,117千トン。対前年比53.7％と大幅に増加した。
特にカナダ、ベトナムからの輸入は大きな伸びを見せている。

・輸入PKSの通関量は、2021年計が、2,518千トン。対前年比13.4％の増加である。

木質ペレットの輸入量の推移
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順位 国名 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年
2020年
輸入シェ
ア（％）

対2012年
伸び率
（％）

1 イギリス 1,487 3,389 4,757 6,573 6,782 6,885 7,992 8,878 9,078 18.0% 510.5%

2 韓国 122 485 1,850 1,471 1,717 2,431 3,445 3,002 3,004 5.9% 2353.2%

3 デンマーク 2,016 2,236 2,256 2,072 2,053 2,818 3,341 3,125 2,565 5.1% 27.2%

4 オランダ 1,033 500 449 147 117 245 327 1,050 2,270 4.5% 119.8%

5 日本 72 84 97 232 347 506 1,060 1,614 2,028 4.0% 2717.7%

6 イタリア 1,197 1,749 1,936 1,654 1,664 1,793 2,186 2,461 1,802 3.6% 50.5%

7 ベルギー 970 896 658 986 906 1,091 1,137 979 1,135 2.2% 17.0%

8 ラトビア 34 41 88 129 196 196 239 295 426 0.8% 1151.7%

9 フランス 26 92 171 157 249 271 277 408 411 0.8% 1503.5%

10 オーストリア 272 385 344 368 392 403 360 337 384 0.8% 41.0%

その他計 10,321 14,182 16,477 17,479 18,331 20,778 25,054 27,389 27,456 54.3% 166.0%

合計 17,550 24,039 29,081 31,268 32,754 37,418 45,418 49,539 50,557 100.0% 188.1%
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《参考》世界の木質ペレット国別輸入量の推移

出典：FAOSTAT（http://www.fao.org/）Last Update, December 16, 2021

・2020年（暦年）のペレットの貿易量を国別に順位を付けると、最も量が多いのはイギリスで9,078千
トン。日本は2,028千トンで、世界の中でも5番目に多い輸入国になっている。

木質ペレットの国別輸入量の推移 単位：千トン
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－連絡先－
〒110-0016
東京都台東区台東３－12－5 クラシックビル604

電話 03-5817-8491
FAX 03-5817-8492
Mail mail@jwba.or.jp
URL https://www.jwba.or.jp/
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